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筋力低下などの症状が存在したと思われる.しかし 輪

神症状としての無為,自閉,意欲の低下のため,柾状を

訴えることもなく.また発見を困難にしたのではないか.

構紋筋融解をきたした段階でも, 臨床症状よL)CPK

高値が重視されて悪性症候群を疑われ 結果的に低-JJり

ウム血症の治横が遅れている.

なお,精神分裂病において遺伝的傾向を持-~つneuro-

musclerdisfunction--筋の脆弱性を指摘する研究もあ

り,本例でも.横紋筋融解症の発展への関与の吋能性は

査定できない.

チりンを主成分とするtr革を含んだ漢方製剤が,精神科

臨床でヰ)多用されているだけに.偽性1.'′しトステロン症

とい･')疾患C1)存在を知-､ておくことが必要と考えr_)わた.
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昨年我々はほは寛解状態にある17名の頻発型棟･>)つ病

患者 (RapidCycler:1二十下ltC JI略)の末梢甲状腺機

舵,TSH 基礎値.rrRH 免荷試験の結果を報合 した.

今【fllは RCの症例を増やすとともに新たに患者群と性,

年齢がある程度p･一致 している正常対照群を設け.RC,,

noll-IそC群と比較検討した. さ吊ここれら3群の血麓

TRH 様免疫活性 汀上下'rRH･････-LIと略)を測定 し比較

検討 Lた.また昨年･報告 した女性 RC11名のその後の

臨床経過を約 1年間追跡調査した.

【結果ヨ

RC群19名 (女ー性14名,男性5名),11011-RC群22名

(女性13名,男性9名).正常対照群19名 し女惟1･!1名,男

性5名)の3群の末梢甲状腺ホルモン.TSH基礎値を

比較すると.RCの T3は non-RCiこ比し有意に低か-,

スT3は non-RC,正常対照群と比較 して有意に低値

を示 したが,TSH基礎値はいずれの群間でも差は認め

られなかった.男女別に見てしみると,女性 RC群は前

記した結果と同様の傾向が認められたが,男性 況C群

は例数が少ないため統計学的評価は行えなかった,T肝行

lノⅠは RC群ではその平均値が12.1±4.3pg::ml,n()∩--

RC群で9.5±3.7pg.,!mlと,両群間に有意差は認めlL,

わなかつたが正常対照群の 15.9±6.4pgパ111と比較す

ると RC､rlOn-RC群ともに有意に低値を示した.

昨年調査 した14名の女性の RCの内.3名は追跡調

査ができなかった.11名の女性 RC中,力′LJミてゼLで

ン′(以下 CBZと略)単独投Ej:で覆解状態のl)CT)が2fl,

炭酸 l)チウムを Cl-i7Jに変更後,軽快傾向にあるも(ハが

1名認めL-)Itた.また昨年 TRfi負荷試験で過剰反応

を示 した2名の患者の内, 1名は L:nlyrOXjneの持

続投与で軽快傾向が認められた.

【考察ヨ

過去の RC〔7)研究では.そC')甲状腺機能の関連から,

clinicalあるいは sutxrlinicこllhy､pothyroidism が重要

な閃~-i-とさか.ている.今回の我々CJ)研究結果かま､)ら,RC

に Hyp()thこ11amo-I-I)ituitary--Thyroidaxis廿1下 HP′r

axis上略)の脆弱性が存在する可能性が示唆された.

また1､.1前より我々は RC iこCBZが有効であると考え

ているが.CBZは HPTaxisに影響を与えることが

知王､'れている.

111t･_(T)ことかIL:)RCの病関には tm axisが深く関

わっていると考えL､.)汁 CBZの効果もこの axisに関

連している可能性がある.

16 1 ブ ロモク リプチン投与が著二効を示 した周期

性 精神病 の 1例
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われわオ‖1.10力用言jl抗精神病薬投Fj-･を:二反応せず間期

的病像を反復し,ゾ[--tA:ウリ十一f-ンtf)投射こよi)著明な

改善をみた症例を経験 したので,若干の考察を加えて報

告する.

症例は22れフう女性.17歳時に最初の病像がLlL､)れ 4

年間の寛解状態の後,幻聴,被害妄想を伴う激しい精神

運動興奮状態を呈して入院となった.

当初精神分裂病,緊張型と考え,-ロベり卜∴ ル中心

動,興奮特に脱抑制が目立った.入院18日臼か吊まとん

ど反応無くl日中騎臥 しノ.食事摂取も不良な状態に急速

をこ移行した.以降はそれぞれ2-3週間の興奮 ･多動期

と亜昏迷期を交互に反復 した.

無月経を伴い,治療効果みられないことからリ-マス


